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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府、日銀による積極的な経済政策、金融緩和を受けて円

安・株高が進行し、景気は緩やかに回復する展開となりました。しかしながら、海外景気の停滞懸念は依然と

して存在し、国内景気の先行きは不透明な状況が続いております。 

 建設業界におきましては、震災復興事業等の公共投資が堅調に推移し、消費税率改定を見越した駆け込み需

要の発生や景況感の改善の影響により、民間設備投資も回復基調にあるものの、技能労働者の需給逼迫と労務

費の高騰や資材価格の上昇等、工事採算悪化の不安は拭えないまま、厳しい経営環境が続いております。 

 このような状況下、当社では「①事業量を確実に確保する」、「②原価圧縮を推進し、収益性・価格競争力を

向上する」、「③首都圏の事業地盤を再構築する」、これら３つの戦略を基本方針として事業活動を推し進めて

参りました。 

 その結果、当第３四半期累計期間における工事受注高は 20,795 百万円（前年同四半期比 26.7%増）となり、

売上高21,880百万円（前年同四半期比0.8%減）、営業利益324百万円（前年同四半期比0.0%減）、経常利益

260百万円（前年同四半期比4.1%減）、四半期純利益193百万円（前年同四半期比14.8%減）となりました。 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（建 設事 業）建設事業におきましては、受注高20,795百万円（前年同四半期比26.7%増）、売上高

21,311百万円（前年同四半期比0.9%減）、セグメント利益842百万円（前年同四半期比

16.1%増）となりました。 

（不動産事業）不動産事業におきましては、売上高27百万円（前年同四半期比0.9%増）、セグメント損失

33百万円（前年同四半期は４百万円のセグメント損失）となりました。 

（砕 石事 業）砕石事業におきましては、売上高541百万円（前年同四半期比2.9%増）、セグメント利益

38百万円（前年同四半期比7.7%減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

資産、負債及び純資産の状況 

 当第３四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末比 1,988 百万円増加の 20,211 百万円となりました。  

この主な要因は、現金預金と売上債権の増加によるものであります。 

当第３四半期会計期間末の負債合計は、前事業年度末比 1,780 百万円増加の 16,599 百万円となりました。 

この主な要因は、仕入債務の増加によるものであります。 

当第３四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末比 207 百万円増加の 3,611 百万円となりました。  

この主な要因は、四半期純利益による利益剰余金の増加によるものであります。この結果、自己資本比率は

17.9％（前事業年度末は18.7％）となりました。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成26年３月期の業績予想につきましては、平成25年11月８日付「平成26年３月期 第２四半期決算短

信〔日本基準〕（非連結）」で公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。 

なお、業績予想は現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因に

よって予想数値と異なる場合があります。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

　　（継続企業の前提に関する注記）

　　　該当事項はありません。

　　（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　　該当事項はありません。

　　（セグメント情報等）

　　　セグメント情報

　　　Ⅰ　前第３四半期累計期間（自 平成24年４月１日　至 平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円）

 売    上    高

　外部顧客への売上高 21,513 27 525 22,067

－ － 3 3

計 21,513 27 528 22,070

726 △ 4 41 763

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との

　　　　　差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

(単位：百万円）

　報告セグメント計

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

763

　全社費用（注） △ 438

　四半期損益計算書の営業利益 325

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

　セグメント利益又は損失（△）

利益 金額

報告セグメント

建設事業 不動産事業 砕石事業 計
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　　　Ⅱ　当第３四半期累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円）

 売    上    高

　外部顧客への売上高 21,311 27 541 21,880

－ － 2 2

計 21,311 27 543 21,883

842 △ 33 38 848

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との

　　　　　差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

(単位：百万円）

　報告セグメント計

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。

（４）重要な後発事象

　　　該当事項はありません。

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

848

　全社費用（注） △ 523

　四半期損益計算書の営業利益 324

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

　セグメント利益又は損失（△）

利益 金額

報告セグメント

建設事業 不動産事業 砕石事業 計
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４．補足情報 

四半期受注の概況 

（１）受注実績 

 受 注 高 

26年３月期第３四半期累計期間 20,795 百万円 26.7 ％

25年３月期第３四半期累計期間 16,414 百万円 △17.2 ％

 (注) ①受注高は、当該四半期までの累計額 
   ②パーセント表示は、前年同四半期比増減率 
 
 

（参考）受注実績内訳                               （単位：百万円） 

区   分 

前第３四半期累計期間 

（自 平成24年４月１日 

至 平成24年12月31日）

当第３四半期累計期間 

（自 平成25年４月１日 

至 平成25年12月31日）

比較増減 増減率 

建 
 
 

設 
 
 

事 
 
 

業 

 
土 
  

木 
 

官公庁 9,556 ( 58.3％) 8,932 ( 43.0％) △623  △6.5％ 

民 間 669 (  4.0％) 445 (  2.1％) △224  △33.5％ 

計 10,226 ( 62.3％) 9,378 ( 45.1％) △847  △8.3％ 

建 
 

築 

官公庁 910 (  5.5％) 836 (  4.0％) △74  △8.1％ 

民 間 5,277 ( 32.2％) 10,580 ( 50.9％) 5,303  100.5％ 

計 6,187 ( 37.7％) 11,416 ( 54.9％) 5,228  84.5％ 

合 
 

計 

官公庁 10,466 ( 63.8％) 9,768 ( 47.0％) △697  △6.7％ 

民 間 5,947 ( 36.2％) 11,026 ( 53.0％) 5,079  85.4％ 

計 16,414 ( 100  ％) 20,795 ( 100  ％) 4,381  26.7％ 

（注）①海外受注高はありません。 
②（ ）内のパーセント表示は、構成比率。 

 

（２）受注予想 

 通   期 

26年３月期予想 30,000 百万円 9.2 ％

25年３月期実績 27,480 百万円 △1.0 ％

(注) パーセント表示は、前年同期比増減率 
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